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２００１年

１月２０日

エストラーダ大統領の辞任要求デモ拡大。アロヨ副大統領が大統領就任を宣言。

５月　１日

エストラーダ前大統領派がマラカニアン宮殿へデモ行進。

５月２７日

パラワン島のリゾートをアブ・サヤフが襲撃、米国人を含む20人を拉致。

１１月１９日

モロ民族解放戦線（MNLF）ミスアリ派がホロ島の国軍施設を攻撃。

１１月２４日

ミスアリARMM知事をマレーシアで逮捕。

１２月２６日

ARMM知事選挙。フシンMNLF副議長が当選。

２００２年

１０月１８日

マニラ首都圏で爆発事件相次ぐ。

１２月３０日

アロヨ大統領、2004年の大統領選挙への不出馬を宣言。

２００３年

　３月　４日

ダバオ国際空港ターミナルで爆弾テロ事件発生。

４月　２日

ダバオ市のササ埠頭で爆弾テロ事件発生。

７月２７日

マニラ首都圏マカティ市の大型商業施設の一角にあるホテルに、フィリピン国軍の若手将校を含む約300名が立て籠もる事件が発生（同日中に全員投降）。

１０月　４日

アロヨ大統領が、前年末の大統領選挙不出馬宣言を撤回し、出馬を表明。

１１月　７日

マニラ国際空港第２ターミナルの管制塔が、元空軍パイロット他１名により占拠（翌８日未明、特殊部隊が突入して右２名を射殺）。

２００４年

２月１０日
フィリピン政府とフィリピン共産勢力（NDF）との正式和平交渉がノルウェー政府の仲介によりオスロにて再開。

２月２７日
マニラ湾沖で旅客船爆発。

５月１０日
大統領選挙（アロヨ大統領、デ・カストロ副大統領が当選）。

６月３０日

アロヨ大統領就任式典。川口外務大臣出席。

７月　７日
フィリピン人労働者デラクルス氏がイラクで武装勢力により誘拐。武装

勢力はイラク駐屯のフィリピン軍部隊撤退を要求。

７月２０日

在イラク・フィリピン軍部隊の撤退が完了。

８月１２日
フィリピン共産勢力が政府との正式和平交渉の中断を一方的に宣言。

８月２３日
アロヨ大統領は、フィリピンが財政危機にあると宣言。

１１月２９日　
ASEAN+3首脳会議（於：ラオス）に際し、小泉総理大臣はアロヨ大統領と会談。日比経済連携協定の大筋合意。

１２月　　 

ルソン地域に熱帯低気圧、台風が相次いで上陸。死者・行方不明者計１４００人以上。
１２月１３日

ジェネラル・サントス市の公共市場で爆弾事件発生。

